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率を向上させることを検討した。Fmoc 固相合成法で BPA 5 分子、ないし 10分子を有するペプ




研究成果の概要（英文）：We synthesize novel peptide which consist of boronated amino-acid. 
We succeed the synthesis pentamer and decamer of bolonophenylalanine by 
fluorenylmethoxycarbonyl (Fmoc)-based solid-phase peptide synthesis. And we 
developed novel lipopeptide which containing boron, and liposome with it.  
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した（Yoshida et.al Cancer Letters, 263, 
2008) 253-258）。 
(2) 一方 BPA については、フェニルアラ
ニンの類似体であることから、アミノ酸代
謝が盛んな細胞に取り込まれることが知
ら れ て い る 。 (Yoshida et.al Cancer 
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を 5 mmol/kg 投与し、0, 3, 6, 12, 24 時間
後の組織内 GSH を測定した。同様に、尾静脈
より Borocaptate Sodium (BSH) を 100mg/kg
投与し、組織内 GSH の経時変化を測定した。
各組織（脳、筋肉、肝臓）はホモジナイズし、
8000×g、4℃ で 10 分間遠心し、上清をサン
プルとした。血液は、ヘパリン採血し、1000
×g 、4℃で 10 分間遠心して血球を分離し、
４倍量の 5％ SSA を加えて溶血させ、8000
×g、4℃ で 10 分間遠心した上清をサンプル
とした。グルタチオン測定は、 Total 

















に つ い て 検 討 を 行 っ た 。
Boronophenylalanine をペプチド化し、分子
あたりのホウ素含有率を向上させることを































である Trp を測定した。 
②Aを構成要素とした-Liposomeの in vivo 
実験 
CT26 マウス大腸癌細胞株 (5×106cells) 
を 100μL をマウス(Bala/c mice)腹部に皮
下注し、モデルマウスとした。リポソーム






































れも、TOF-MS および HPLC で高純度、高収率
の合成が可能であった。これを用いたホウ素
含有 Liposome を PBL の濃度を変えて作製し
た。 
新規 lipopeptide による liposome 性能 
A を組成に加えた Liposome は、細胞内導入効
率の向上を認めたが、細胞選択性がなく、ま
た動物において急性毒性を示した。B を用い
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